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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１プラグ型コネクタ（１）と第２プラグ型コネクタ（２）とを備え、前記第１プラグ
型コネクタ（１）及び第２プラグ型コネクタ（２）は、少なくとも一つの（第１）電気接
点要素をそれぞれ有し、前記電気接点要素は、前記第１プラグ型コネクタ（１）と前記第
２プラグ型コネクタ（２）とをプラグ接続することにより相互に接触させることが可能な
プラグ型接続部において、
　前記第１プラグ型コネクタ（１）は、前記第２プラグ型コネクタの第２係止要素が前記
プラグ型接続部の係止位置で引張力及び圧縮力に対する耐性を有する手法によりクリップ
接続されることが可能な第１係止要素を有し、
　前記第１係止要素及び／又は前記第２係止要素は、前記第１プラグ型コネクタ（１）及
び前記第２プラグ型コネクタ（２）の前記電気接点要素間で接触させるために、シフト装
置により、対応するプラグ型コネクタの前記電気接点要素に対するプラグ接続方向に、プ
ラグ型接続部の第１接触位置へ移動させることが可能であることを特徴とするプラグ型接
続部。
【請求項２】
　請求項１に記載のプラグ型接続部において、
　前記第１係止要素は、突部または凹部の形で設計され、
　前記第２係止要素は、前記突部にスナップ固定される、又は前記凹部に嵌合する弾性撓
曲可能な係止タブ（８）の形で設計されることを特徴とするプラグ型接続部。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のプラグ型接続部において、
　前記第１係止要素及び前記第２係止要素のクリップ接続を解除するための解除デバイス
を有することを特徴とするプラグ型接続部。
【請求項４】
　請求項３に記載のプラグ型接続部において、
　前記第１係止要素及び／又は前記第２係止要素は、前記係止位置を始点として、前記第
１係止要素及び前記第２係止要素の前記クリップ接続が解除される前記プラグ型接続部の
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解除位置へシフトすることが可能であることを特徴とするプラグ型接続部。
【請求項５】
　請求項４に記載のプラグ型接続部において、
　前記第１係止要素及び前記第２係止要素は、前記解除位置へのシフトが前記係止タブ（
８）の撓曲につながるように設計された傾斜面（２４，２５）を有することを特徴とする
プラグ型接続部。
【請求項６】
　請求項４又は請求項５に記載のプラグ型接続部において、
　前記第１係止要素及び／又は前記第２係止要素は、前記解除位置に予備付勢されたばね
要素により前記係止位置の方向に負荷をかけられることを特徴とするプラグ型接続部。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載のプラグ型接続部において、
　前記第１プラグ型コネクタ（１）及び前記第２プラグ型コネクタ（２）は、前記係止位
置で接触する少なくとも一つの第２電気接点要素をそれぞれ有することを特徴とするプラ
グ型接続部。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載のプラグ型接続部において、
　前記第１プラグ型コネクタ（１）及び前記第２プラグ型コネクタ（２）は、第２接触位
置で接触する少なくとも一つのさらなる電気接点要素をそれぞれ有し、
　前記第２接触位置は、前記係止位置を始点として、前記第１係止要素及び／又は前記第
２係止要素を、前記第１接触位置を越えてシフトさせることにより実現されることを特徴
とするプラグ型接続部。
【請求項９】
　請求項８に記載のプラグ型接続部において、
　前記第１接触位置及び／又は前記第２接触位置での前記第１係止要素及び前記第２係止
要素のクリップ接続の解除を防止する固定デバイスを有することを特徴とするプラグ型接
続部。
【請求項１０】
　請求項８又は請求項９に記載のプラグ型接続部において、
　前記第１接触位置及び／又は前記第２接触位置において、前記第１プラグ型コネクタ（
１）及び前記第２プラグ型コネクタ（２）の間に形成される間隙内で変形され、前記係止
位置では変形されないシーリング要素（２７）を有することを特徴とするプラグ型接続部
。
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